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研究の背景と目的

■研究の背景

– 異界とは日常生活の外側にある世界

– 都市からの疎外対象である

– 不可欠な世界でもある

■研究の目的

– 遊廓と寺町、墓地を異界とする

– 異界が大阪の近世から近代における

都市発展において果たした役割や機

能を明らかにする

– 近代の都市計画に及ぼした影響を探

る

大阪の都市発展と異界

寺町遊廓 墓地

 近世から近代における都市発展において
果たした役割・機能

用途地域
綜合大阪
都市計画

風致地区

 近代の都市計画に及ぼした影響

近代の都市計画と異界

大阪の都市発展
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大阪の都市発展と異界の調査・解析方法

2章：参考文献より大阪の都市発展を整理

3章：都市発展と異界の関係性から考察

■遊廓

対象：『日本遊里史』より抽出した10遊廓

解析方法：1600年から1950年までの50年毎の市街
地状況と都市活動との関係性から考察

■寺町

対象：天満寺町群と平野寺町群

解析方法：寺町の形成がほぼ終了した1650年頃の市
街地状況と都市活動との関係性から考察

■墓地

解析方法：形成されたそれぞれの時期の市街地状況
との関係性から考察

大阪の都市発展の参考文献

新修大阪市史第一巻 大阪の歴史

新修大阪市史第三巻 まちに住まう

新修大阪市史第四巻 図集日本都市史

新修大阪市史第五巻 大阪の地域制

新修大阪市史第十巻 大阪のまちづくり

大阪府全志巻之二 大阪の都市公園

大阪府全志巻之三 日本遊里史

大阪の研究第五巻 東区史第三巻

近世の都市社会史 西区史第二巻

てんま―風土記大阪― 南區志

船場 風土記大阪 北区史

南北堀江誌 中之島誌

天王寺区史 西成区史

大阪―むかし・いま・みらい花街

近世大阪の経済と文化 大阪の町名

環境首都関西のデザイン 大阪府の地名Ⅰ

対象：大阪七墓、太政官布達による三墓地、綜合大
阪都市計画による南北墓地
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凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

大阪の都市発展と遊廓

大
川

年 遊廓 都市発展の変遷

1580 石山合戦が終わる

→豊臣秀吉により再興、
城下町建設

＝大阪の都市の起源

1615 大阪冬・夏の陣

大坂落城

→松平忠明により復興

道頓堀川開削

1617 京町堀川・江戸堀川開削

1624 海部堀川開削

1626 難波遊廓成立 道頓堀で女歌舞伎が人気

立売堀川に材木市場開設

1629 新町遊廓成立 女歌舞伎禁止

道頓堀で若衆歌舞伎興行

1653 天満青物市場開設

1655 道頓堀では歌舞伎や浄瑠
璃盛んになり始める

1682 雑喉場魚市場開設
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1624 海部堀川開削

1626 難波遊廓成立 道頓堀で女歌舞伎が人気

立売堀川に材木市場開設

1629 新町遊廓成立 女歌舞伎禁止

道頓堀で若衆歌舞伎興行

1653 天満青物市場開設

1655 道頓堀では歌舞伎や浄瑠
璃盛んになり始める

1682 雑喉場魚市場開設

長堀川

1650年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

道頓堀川

西
横
堀
川

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

江戸堀川

京町堀川

海部堀川

立売堀川

大
川

大阪城東
横
堀
川

道頓堀

難波遊廓

新町遊廓



大阪の都市発展と遊廓（～1650年）

年 遊廓 都市発展の変遷

1580 石山合戦が終わる

→豊臣秀吉により再興、
城下町建設

＝大阪の都市の起源

1615 大阪冬・夏の陣

大坂落城

→松平忠明により復興

道頓堀川開削

1617 京町堀川・江戸堀川開削

1624 海部堀川開削

1626 難波遊廓成立 道頓堀で女歌舞伎が人気

立売堀川に材木市場開設

1629 新町遊廓成立 女歌舞伎禁止

道頓堀で若衆歌舞伎興行

1653 天満青物市場開設

1655 道頓堀では歌舞伎や浄瑠
璃盛んになり始める

1682 雑喉場魚市場開設

長堀川

1650年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

道頓堀川

西
横
堀
川

堀江

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

江戸堀川

京町堀川

海部堀川

立売堀川

大
川

大阪城東
横
堀
川

道頓堀

難波遊廓

新町遊廓



大阪の都市発展と遊廓（1651年～1700年）

雑喉場魚市場

天満青物市場

年 遊廓 都市発展の変遷

1626 難波遊廓成立 道頓堀で女歌舞伎が人気

立売堀川に材木市場開設

1629 新町遊廓成立 女歌舞伎禁止

道頓堀で若衆歌舞伎興行

1653 天満青物市場開設

1655 道頓堀では歌舞伎や浄瑠
璃盛んになり始める

1682 雑喉場魚市場開設

1684 新堀遊廓成立

1688 堂島遊廓成立

1697 淀屋米市（後の堂島米市
場）開設

1698 堀江川開削、堀江新地開発

1699 堀江遊廓成立

1700 蔵屋敷が市内各地に開設

堂島米市場

堀江川

1700年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

道頓堀

新堀遊廓

堂島遊廓

堀江遊廓



大阪の都市発展と遊廓（1651年～1700年）

雑喉場魚市場

天満青物市場

年 遊廓 都市発展の変遷

1626 難波遊廓成立 道頓堀で女歌舞伎が人気

立売堀川に材木市場開設

1629 新町遊廓成立 女歌舞伎禁止

道頓堀で若衆歌舞伎興行

1653 天満青物市場開設

1655 道頓堀では歌舞伎や浄瑠
璃盛んになり始める

1682 雑喉場魚市場開設

1684 新堀遊廓成立

1688 堂島遊廓成立

1697 淀屋米市（後の堂島米市
場）開設

1698 堀江川開削、堀江新地開発

1699 堀江遊廓成立

1700 蔵屋敷が市内各地に開設

堂島米市場

堀江川

1700年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

道頓堀

新堀遊廓

堂島遊廓

堀江遊廓



大阪の都市発展と遊廓（1651年～1700年）

雑喉場魚市場

天満青物市場

年 遊廓 都市発展の変遷

1626 難波遊廓成立 道頓堀で女歌舞伎が人気

立売堀川に材木市場開設

1629 新町遊廓成立 女歌舞伎禁止

道頓堀で若衆歌舞伎興行

1653 天満青物市場開設

1655 道頓堀では歌舞伎や浄瑠
璃盛んになり始める

1682 雑喉場魚市場開設

1684 新堀遊廓成立

1688 堂島遊廓成立

1697 淀屋米市（後の堂島米市
場）開設

1698 堀江川開削、堀江新地開発

1699 堀江遊廓成立

1700 蔵屋敷が市内各地に開設

堂島米市場

堀江川

1700年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

道頓堀

新堀遊廓

堂島遊廓

堀江遊廓



大阪の都市発展と遊廓（1651年～1700年）

雑喉場魚市場

天満青物市場

年 遊廓 都市発展の変遷

1626 難波遊廓成立 道頓堀で女歌舞伎が人気

立売堀川に材木市場開設

1629 新町遊廓成立 女歌舞伎禁止

道頓堀で若衆歌舞伎興行

1653 天満青物市場開設

1655 道頓堀では歌舞伎や浄瑠
璃盛んになり始める

1682 雑喉場魚市場開設

1684 新堀遊廓成立

1688 堂島遊廓成立

1697 淀屋米市（後の堂島米市
場）開設

1698 堀江川開削、堀江新地開発

1699 堀江遊廓成立

1700 蔵屋敷が市内各地に開設

堂島米市場

堀江川

1700年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

道頓堀

新堀遊廓

堂島遊廓

堀江遊廓



大阪の都市発展と遊廓（1651年～1700年）

雑喉場魚市場

天満青物市場

年 遊廓 都市発展の変遷

1626 難波遊廓成立 道頓堀で女歌舞伎が人気

立売堀川に材木市場開設

1629 新町遊廓成立 女歌舞伎禁止

道頓堀で若衆歌舞伎興行

1653 天満青物市場開設

1655 道頓堀では歌舞伎や浄瑠
璃盛んになり始める

1682 雑喉場魚市場開設

1684 新堀遊廓成立

1688 堂島遊廓成立

1697 淀屋米市（後の堂島米市
場）開設

1698 堀江川開削、堀江新地開発

1699 堀江遊廓成立

1700 蔵屋敷が市内各地に開設

堂島米市場

堀江川

1700年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

堀江

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

道頓堀

新堀遊廓

堂島遊廓

堀江遊廓



大阪の都市発展と遊廓（1651年～1700年）

年 遊廓 都市発展の変遷

1626 難波遊廓成立 道頓堀で女歌舞伎が人気

立売堀川に材木市場開設

1629 新町遊廓成立 女歌舞伎禁止

道頓堀で若衆歌舞伎興行

1653 天満青物市場開設

1655 道頓堀では歌舞伎や浄瑠
璃盛んになり始める

1682 雑喉場魚市場開設

1684 新堀遊廓成立

1688 堂島遊廓成立

1697 淀屋米市（後の堂島米市
場）開設

1698 堀江川開削、堀江新地開発

1699 堀江遊廓成立

1700 蔵屋敷が市内各地に開設

1700年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

新堀遊廓

堂島遊廓

堀江遊廓

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

雑喉場魚市場

天満青物市場

堂島米市場

道頓堀



大阪の都市発展と遊廓（1651年～1700年）

年 遊廓 都市発展の変遷

1626 難波遊廓成立 道頓堀で女歌舞伎が人気

立売堀川に材木市場開設

1629 新町遊廓成立 女歌舞伎禁止

道頓堀で若衆歌舞伎興行

1653 天満青物市場開設

1655 道頓堀では歌舞伎や浄瑠
璃盛んになり始める

1682 雑喉場魚市場開設

1684 新堀遊廓成立

1688 堂島遊廓成立

1697 淀屋米市（後の堂島米市
場）開設

1698 堀江川開削、堀江新地開発

1699 堀江遊廓成立

1700 蔵屋敷が市内各地に開設

1700年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

新堀遊廓

堂島遊廓

堀江遊廓

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

雑喉場魚市場

天満青物市場

堂島米市場

道頓堀



大阪の都市発展と遊廓（1651年～1700年）

年 遊廓 都市発展の変遷

1626 難波遊廓成立 道頓堀で女歌舞伎が人気

立売堀川に材木市場開設

1629 新町遊廓成立 女歌舞伎禁止

道頓堀で若衆歌舞伎興行

1653 天満青物市場開設

1655 道頓堀では歌舞伎や浄瑠
璃盛んになり始める

1682 雑喉場魚市場開設

1684 新堀遊廓成立

1688 堂島遊廓成立

1697 淀屋米市（後の堂島米市
場）開設

1698 堀江川開削、堀江新地開発

1699 堀江遊廓成立

1700 蔵屋敷が市内各地に開設

1700年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

新堀遊廓

堂島遊廓

堀江遊廓

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

雑喉場魚市場

天満青物市場

堂島米市場

道頓堀



年 遊廓 都市発展の変遷

1697 淀屋米市（後の堂島米市
場）開設

1698 堀江川開削、堀江新地開発

1699 堀江遊廓成立

1700 蔵屋敷が市内各地に開設

1708 曽根崎遊廓

成立

1715 堂島遊廓から
曽根崎遊廓へ
移り始める

1730 堂島に米相場寄場設置

1731 堂島遊廓の大
部分が曽根崎
遊廓へ移る

米仲買に株許可

1734 高津遊廓成立

1764 難波新地が開
発される

大阪の都市発展と遊廓（1701年～1750年）

堂島遊廓

曽根崎遊廓

高津遊廓

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

1750年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

米相場寄場



年 遊廓 都市発展の変遷

1697 淀屋米市（後の堂島米市
場）開設

1698 堀江川開削、堀江新地開発

1699 堀江遊廓成立

1700 蔵屋敷が市内各地に開設

1708 曽根崎遊廓

成立

1715 堂島遊廓から
曽根崎遊廓へ
移り始める

1730 堂島に米相場寄場設置

1731 堂島遊廓の大
部分が曽根崎
遊廓へ移る

米仲買に株許可

1734 高津遊廓成立

1764 難波新地が開
発される

大阪の都市発展と遊廓（1701年～1750年）

堂島遊廓

曽根崎遊廓

高津遊廓

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

1750年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

米相場寄場



年 遊廓 都市発展の変遷

1697 淀屋米市（後の堂島米市
場）開設

1698 堀江川開削、堀江新地開発

1699 堀江遊廓成立

1700 蔵屋敷が市内各地に開設

1708 曽根崎遊廓

成立

1715 堂島遊廓から
曽根崎遊廓へ
移り始める

1730 堂島に米相場寄場設置

1731 堂島遊廓の大
部分が曽根崎
遊廓へ移る

米仲買に株許可

1734 高津遊廓成立

1764 難波新地が開
発される

大阪の都市発展と遊廓（1701年～1750年）

堂島遊廓

曽根崎遊廓

高津遊廓

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

1750年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

米相場寄場



年 遊廓 都市発展の変遷

1697 淀屋米市（後の堂島米市
場）開設

1698 堀江川開削、堀江新地開発

1699 堀江遊廓成立

1700 蔵屋敷が市内各地に開設

1708 曽根崎遊廓

成立

1715 堂島遊廓から
曽根崎遊廓へ
移り始める

1730 堂島に米相場寄場設置

1731 堂島遊廓の大
部分が曽根崎
遊廓へ移る

米仲買に株許可

1734 高津遊廓成立

1764 難波新地が開
発される

大阪の都市発展と遊廓（1701年～1750年）

堂島遊廓

曽根崎遊廓

高津遊廓

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

1750年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

米相場寄場



年 遊廓 都市発展の変遷

1731 堂島遊廓の大
部分が曽根崎
遊廓へ移る

米仲買に株許可

1734 高津遊廓成立

1752 道頓堀の歌舞伎が衰退

1764 難波遊郭に

茶屋株が許可
される

難波新地開発

1765 道頓堀の豊竹座閉鎖

1767 道頓堀の竹本座閉鎖

1773 堂島遊廓消滅

1783 蟹島遊廓成立

1842 遊所整理

飯盛女附旅籠
屋を許可

天保の改革により宮地芝居
禁止

株仲間の停止令、倹約令な
どが出される

大阪の都市発展と遊廓（1751年～1800年）

北浜1丁目

蟹島遊廓

1800年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

堂島遊廓

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

遊廓（消滅）

道頓堀

難波遊廓



年 遊廓 都市発展の変遷

1731 堂島遊廓の大
部分が曽根崎
遊廓へ移る

米仲買に株許可

1734 高津遊廓成立

1752 道頓堀の歌舞伎が衰退

1764 難波遊郭に

茶屋株が許可
される

難波新地開発

1765 道頓堀の豊竹座閉鎖

1767 道頓堀の竹本座閉鎖

1773 堂島遊廓消滅

1783 蟹島遊廓成立

1842 遊所整理

飯盛女附旅籠
屋を許可

天保の改革により宮地芝居
禁止

株仲間の停止令、倹約令な
どが出される

大阪の都市発展と遊廓（1751年～1800年）

北浜1丁目

蟹島遊廓

1800年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

堂島遊廓

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

遊廓（消滅）

道頓堀

難波遊廓



年 遊廓 都市発展の変遷

1731 堂島遊廓の大
部分が曽根崎
遊廓へ移る

米仲買に株許可

1734 高津遊廓成立

1752 道頓堀の歌舞伎が衰退

1764 難波遊郭に

茶屋株が許可
される

難波新地開発

1765 道頓堀の豊竹座閉鎖

1767 道頓堀の竹本座閉鎖

1773 堂島遊廓消滅

1783 蟹島遊廓成立

1842 遊所整理

飯盛女附旅籠
屋を許可

天保の改革により宮地芝居
禁止

株仲間の停止令、倹約令な
どが出される

大阪の都市発展と遊廓（1751年～1800年）

金融業

北浜1丁目

蟹島遊廓

1800年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

堂島遊廓

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

遊廓（消滅）

道頓堀

難波遊廓



年 遊廓 都市発展の変遷

1731 堂島遊廓の大
部分が曽根崎
遊廓へ移る

米仲買に株許可

1734 高津遊廓成立

1752 道頓堀の歌舞伎が衰退

1764 難波遊郭に

茶屋株が許可
される

難波新地開発

1765 道頓堀の豊竹座閉鎖

1767 道頓堀の竹本座閉鎖

1773 堂島遊廓消滅

1783 蟹島遊廓成立

1842 遊所整理

飯盛女附旅籠
屋を許可

天保の改革により宮地芝居
禁止

株仲間の停止令、倹約令な
どが出される

大阪の都市発展と遊廓（1751年～1800年）

金融業

北浜1丁目

蟹島遊廓

1800年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

堂島遊廓

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

遊廓（消滅）

道頓堀

難波遊廓



年 遊廓 都市発展の変遷

1773 堂島遊廓消滅

1783 蟹島遊廓成立

1842 遊所整理

―曽根崎・新
堀・難波遊廓
に飯盛女附
旅籠屋を許可

天保の改革により宮地芝居
禁止

株仲間の停止令、倹約令な
どが出される

1868 松島遊廓成立 大阪開港場になる

川口居留地設置

道頓堀の歌舞伎・博労町の
浄瑠璃が松島へ移転

1869 松島遊廓区域
拡大

1872 遊廓区域指定

1874 大阪―神戸間に国有鉄道
（現JR）開通

大阪の都市発展と遊廓（1801年～1850年）

曽根崎遊廓

難波遊廓

新堀遊廓

1850年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

遊廓（消滅）



年 遊廓 都市発展の変遷

1773 堂島遊廓消滅

1783 蟹島遊廓成立

1842 遊所整理

―曽根崎・新
堀・難波遊廓
に飯盛女附
旅籠屋を許可

天保の改革により宮地芝居
禁止

株仲間の停止令、倹約令な
どが出される

1868 松島遊廓成立 大阪開港場になる

川口居留地設置

道頓堀の歌舞伎・博労町の
浄瑠璃が松島へ移転

1869 松島遊廓区域
拡大

1872 遊廓区域指定

1874 大阪―神戸間に国有鉄道
（現JR）開通

大阪の都市発展と遊廓（1801年～1850年）

曽根崎遊廓

難波遊廓

新堀遊廓

1850年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

遊廓（消滅）



年 遊廓 都市発展の変遷

1842 遊所整理

飯盛女附旅籠
屋を許可

1868 松島遊廓成立

大阪の遊郭最
盛期

大阪開港場になる

川口居留地設置

1869 松島遊廓区域
拡大

1872 遊廓区域指定

高津遊廓消滅

1874 大阪―神戸間に国有鉄道
（現JR）開通

1876 大阪―京都間に国有鉄道
（現JR）開通

1890 新町遊廓消滅 漸次鉄道が開通する

1895 新堀遊廓消滅

1903 第5回内国勧業博覧会開催

1909 天王寺公園開園

大阪の都市発展と遊廓（1851年～1900年）

川口居留地

新町遊廓

松島遊廓

新堀遊廓

高津遊廓

1900年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

遊廓（消滅）

国有鉄道



年 遊廓 都市発展の変遷

1842 遊所整理

飯盛女附旅籠
屋を許可

1868 松島遊廓成立

大阪の遊郭最
盛期

大阪開港場になる

川口居留地設置

1869 松島遊廓区域
拡大

1872 遊廓区域指定

高津遊廓消滅

1874 大阪―神戸間に国有鉄道
（現JR）開通

1876 大阪―京都間に国有鉄道
（現JR）開通

1890 新町遊廓消滅 漸次鉄道が開通する

1895 新堀遊廓消滅

1903 第5回内国勧業博覧会開催

1909 天王寺公園開園

大阪の都市発展と遊廓（1851年～1900年）

川口居留地

新町遊廓

松島遊廓

新堀遊廓

高津遊廓

1900年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

遊廓（消滅）

国有鉄道



年 遊廓 都市発展の変遷

1842 遊所整理

飯盛女附旅籠
屋を許可

1868 松島遊廓成立

大阪の遊郭最
盛期

大阪開港場になる

川口居留地設置

1869 松島遊廓区域
拡大

1872 遊廓区域指定

高津遊廓消滅

1874 大阪―神戸間に国有鉄道
（現JR）開通

1876 大阪―京都間に国有鉄道
（現JR）開通

1890 新町遊廓消滅 漸次鉄道が開通する

1895 新堀遊廓消滅

1903 第5回内国勧業博覧会開催

1909 天王寺公園開園

大阪の都市発展と遊廓（1851年～1900年）

川口居留地

新町遊廓

松島遊廓

新堀遊廓

高津遊廓

1900年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

遊廓（消滅）

国有鉄道



年 遊廓 都市発展の変遷

1842 遊所整理

飯盛女附旅籠
屋を許可

1868 松島遊廓成立

大阪の遊郭最
盛期

大阪開港場になる

川口居留地設置

1869 松島遊廓区域
拡大

1872 遊廓区域指定

高津遊廓消滅

1874 大阪―神戸間に国有鉄道
（現JR）開通

1876 大阪―京都間に国有鉄道
（現JR）開通

1890 新町遊廓消滅 漸次鉄道が開通する

1895 新堀遊廓消滅

1903 第5回内国勧業博覧会開催

1909 天王寺公園開園

大阪の都市発展と遊廓（1851年～1900年）

川口居留地

新町遊廓

松島遊廓

新堀遊廓

高津遊廓

1900年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

遊廓（消滅）

国有鉄道



年 遊廓 都市発展の変遷

1842 遊所整理

飯盛女附旅籠
屋を許可

1868 松島遊廓成立

大阪の遊郭最
盛期

大阪開港場になる

川口居留地設置

1869 松島遊廓区域
拡大

1872 遊廓区域指定

高津遊廓消滅

1874 大阪―神戸間に国有鉄道
（現JR）開通

1876 大阪―京都間に国有鉄道
（現JR）開通

1890 新町遊廓消滅 漸次鉄道が開通する

1895 新堀遊廓消滅

1903 第5回内国勧業博覧会開催

1909 天王寺公園開園

大阪の都市発展と遊廓（1851年～1900年）

川口居留地

新町遊廓

松島遊廓

新堀遊廓

高津遊廓

1900年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

遊廓（消滅）

国有鉄道



年 遊廓 都市発展の変遷

1842 遊所整理

飯盛女附旅籠
屋を許可

1868 松島遊廓成立

大阪の遊郭最
盛期

大阪開港場になる

川口居留地設置

1869 松島遊廓区域
拡大

1872 遊廓区域指定

高津遊廓消滅

1874 大阪―神戸間に国有鉄道
（現JR）開通

1876 大阪―京都間に国有鉄道
（現JR）開通

1890 新町遊廓消滅 漸次鉄道が開通する

1895 新堀遊廓消滅

1903 第5回内国勧業博覧会開催

1909 天王寺公園開園

大阪の都市発展と遊廓（1851年～1900年）

川口居留地

新町遊廓

松島遊廓

新堀遊廓

高津遊廓

1900年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

遊廓（消滅）

国有鉄道



年 遊廓 都市発展の変遷

1874 大阪―神戸間に国有鉄道
（現JR）開通

1876 大阪―京都間に国有鉄道
（現JR）開通

1890 新町遊廓消滅 漸次鉄道が開通する

1895 新堀遊廓消滅

1903 第5回内国勧業博覧会開催

1909 天王寺公園開園

1910 曽根崎遊廓

消滅

1911 蟹島遊廓消滅

1912 難波遊郭消滅 通天閣開業

1918 飛田遊廓成立

1957 売春防止法施
行

堀江遊廓消滅

1958 松島・飛田遊廓
消滅

1950年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

大阪の都市発展と遊廓（1901年～）

曽根崎遊廓

蟹島遊廓

難波遊廓

飛田遊廓

天王寺駅

天王寺公園

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

遊廓（消滅）



年 遊廓 都市発展の変遷

1874 大阪―神戸間に国有鉄道
（現JR）開通

1876 大阪―京都間に国有鉄道
（現JR）開通

1890 新町遊廓消滅 漸次鉄道が開通する

1895 新堀遊廓消滅

1903 第5回内国勧業博覧会開催

1909 天王寺公園開園

1910 曽根崎遊廓

消滅

1911 蟹島遊廓消滅

1912 難波遊郭消滅 通天閣開業

1918 飛田遊廓成立

1957 売春防止法施
行

堀江遊廓消滅

1958 松島・飛田遊廓
消滅

1950年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

大阪の都市発展と遊廓（1901年～）

曽根崎遊廓

蟹島遊廓

難波遊廓

飛田遊廓

天王寺駅

天王寺公園

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

遊廓（消滅）



年 遊廓 都市発展の変遷

1874 大阪―神戸間に国有鉄道
（現JR）開通

1876 大阪―京都間に国有鉄道
（現JR）開通

1890 新町遊廓消滅 漸次鉄道が開通する

1895 新堀遊廓消滅

1903 第5回内国勧業博覧会開催

1909 天王寺公園開園

1910 曽根崎遊廓

消滅

1911 蟹島遊廓消滅

1912 難波遊郭消滅 通天閣開業

1918 飛田遊廓成立

1957 売春防止法施
行

堀江遊廓消滅

1958 松島・飛田遊廓
消滅

1950年頃の大阪における市街地状況と都市活動及び遊廓

大阪の都市発展と遊廓（1901年～）

曽根崎遊廓

蟹島遊廓

難波遊廓

飛田遊廓

天王寺駅

天王寺公園

凡例

蔵屋敷

市・問屋等

交通拠点

文化・芸能

遊廓（成立）

遊廓（消滅）



大阪の都市発展と寺町

■平野寺町群

– 1527年～1697年

天満寺町群

平野寺町群

1650年頃の大阪における市街地状況と寺町

凡例

寺町

武家地

町人地



大阪の都市発展と寺町

■平野寺町群

– 1527年～1697年

天満寺町群

平野寺町群

1650年頃の大阪における市街地状況と寺町

凡例

寺町

武家地

町人地



■平野寺町群

– 1527年～1697年

– 北部の北平野町を挟む八丁目寺町
と谷町八丁目寺町から南へと延びる

大阪の都市発展と寺町

凡例

武家地

町人地

谷町八丁目寺
町

八丁目寺町

1650年頃の大阪における市街地状況と寺町

平野寺町群

凡例

-1590

1591-1620

1621-

不明



■平野寺町群

– 1527年～1697年

– 北部の北平野町を挟む八丁目寺町
と谷町八丁目寺町から南へと延びる

– 豊臣秀吉による城下町建設の時に
貿易港堺と大阪を直結させるために
整備された南北平野町を挟む

大阪の都市発展と寺町

凡例

武家地

町人地

堺

1650年頃の大阪における市街地状況と寺町

平野寺町群

凡例

-1590

1591-1620

1621-

不明



■平野寺町群

– 1527年～1697年

– 北部の北平野町を挟む八丁目寺町
と谷町八丁目寺町から南へと延びる

– 豊臣秀吉による城下町建設の時に
貿易港堺と大阪を直結させるために
整備された南北平野町を挟む

– 都市活動との関係性は見られない

– 市街地の南端の境界部を明示

大阪の都市発展と寺町

1650年頃の大阪における市街地状況と寺町

天満寺町群

平野寺町群凡例

寺町

武家地

町人地



大阪の都市発展と寺町

■平野寺町群

– 1527年～1697年

– 北部の北平野町を挟む八丁目寺町
と谷町八丁目寺町から南へと延びる

– 豊臣秀吉による城下町建設の時に
貿易港堺と大阪を直結させるために
整備された南北平野町を挟む

– 都市活動との関係性は見られない

– 市街地の南端の境界部を明示

■天満寺町群

– 1573年～1632年

1650年頃の大阪における市街地状況と寺町

天満寺町群

平野寺町群凡例

寺町

武家地

町人地



大阪の都市発展と寺町

■平野寺町群

– 1527年～1697年

– 北部の北平野町を挟む八丁目寺町
と谷町八丁目寺町から南へと延びる

– 豊臣秀吉による城下町建設の時に
貿易港堺と大阪を直結させるために
整備された南北平野町を挟む

– 都市活動との関係性は見られない

– 市街地の南端の境界部を明示

■天満寺町群

– 1573年～1632年

– 天満東寺町から西へと延びる

天満東寺町

1650年頃の大阪における市街地状況と寺町

天満寺町群

凡例

寺町

武家地

町人地

凡例

-1590

1591-1620

1621-

不明



大阪の都市発展と寺町

■平野寺町群

– 1527年～1697年

– 北部の北平野町を挟む八丁目寺町
と谷町八丁目寺町から南へと延びる

– 豊臣秀吉による城下町建設の時に
貿易港堺と大阪を直結させるために
整備された南北平野町を挟む

– 都市活動との関係性は見られない

– 市街地の南端の境界部を明示

■天満寺町群

– 1573年～1632年

– 天満東寺町から西へと延びる

– 都市活動との関係性は見られない

– 市街地の北端の境界部を明示

1650年頃の大阪における市街地状況と寺町

凡例

寺町

武家地

町人地

天満寺町群

平野寺町群



大阪の都市発展と寺町

1650年頃の大阪における市街地状況と寺町■平野寺町群

– 1527年～1697年

– 北部の北平野町を挟む八丁目寺町
と谷町八丁目寺町から南へと延びる

– 豊臣秀吉による城下町建設の時に
貿易港堺と大阪を直結させるために
整備された南北平野町を挟む

– 都市活動との関係性は見られない

– 市街地の南端の境界部を明示

■天満寺町群

– 1573年～1632年

– 天満東寺町から西へと延びる

– 都市活動との関係性は見られない

– 市街地の北端の境界部を明示

天満寺町群

平野寺町群

東
横
堀
川

天
満
堀
川 大川

凡例

寺町

武家地

町人地



大阪の都市発展と寺町

1650年頃の大阪における市街地状況と寺町■平野寺町群

– 1527年～1697年

– 北部の北平野町を挟む八丁目寺町
と谷町八丁目寺町から南へと延びる

– 豊臣秀吉による城下町建設の時に
貿易港堺と大阪を直結させるために
整備された南北平野町を挟む

– 都市活動との関係性は見られない

– 市街地の南端の境界部を明示

■天満寺町群

– 1573年～1632年

– 天満東寺町から西へと延びる

– 都市活動との関係性は見られない

– 市街地の北端の境界部を明示

天満寺町群

平野寺町群

東
横
堀
川

天
満
堀
川

– 天満堀川と東横堀川とともに大川以
北、上町台地上の武家地や町人地
を含む市街地を囲む

大川

凡例

寺町

武家地

町人地



1650年頃の大阪における市街地状況と大阪七墓

大阪の都市発展と墓地

葭原濱

梅田 蒲生

小橋

千日

飛田

■大阪七墓
– 1615年の墓地整理により7ヶ所にま
とめられる

– 大阪の計画的な墓地配置の最初

– 市街地としては未成熟な土地に配置



1650年頃の大阪における市街地状況と大阪七墓

大阪の都市発展と墓地

葭原濱

梅田 蒲生

小橋

千日

飛田

■大阪七墓
– 1615年の墓地整理により7ヶ所にま
とめられる

– 大阪の計画的な墓地配置の最初

– 市街地としては未成熟な土地に配置



1900年頃の大阪における市街地状況と三墓地

大阪の都市発展と墓地

長柄

岩崎

阿倍野

■大阪七墓
– 1615年の墓地整理により7ヶ所にま
とめられる

– 大阪の計画的な墓地配置の最初

– 市街地としては未成熟な土地に配置

■太政官布達による三墓地
– 1873年に阿倍野・岩崎・長柄の3ヶ
所に新設

– 市街地としては未成熟な土地に配置

凡例

三墓地

大阪七墓



1900年頃の大阪における市街地状況と三墓地

大阪の都市発展と墓地

長柄

岩崎

阿倍野

■大阪七墓
– 1615年の墓地整理により7ヶ所にま
とめられる

– 大阪の計画的な墓地配置の最初

– 市街地としては未成熟な土地に配置

■太政官布達による三墓地
– 1873年に阿倍野・岩崎・長柄の3ヶ
所に新設

– 市街地としては未成熟な土地に配置

凡例

三墓地

大阪七墓



1900年頃の大阪における市街地状況と三墓地

大阪の都市発展と墓地

長柄

岩崎

阿倍野

■大阪七墓
– 1615年の墓地整理により7ヶ所にま
とめられる

– 大阪の計画的な墓地配置の最初

– 市街地としては未成熟な土地に配置

■太政官布達による三墓地
– 1873年に阿倍野・岩崎・長柄の3ヶ
所に新設

– 市街地としては未成熟な土地に配置

凡例

三墓地

大阪七墓



昭和3年の大阪都市計畫圖による南北墓地

大阪の都市発展と墓地

南墓地

北墓地

凡例

南北墓地

三墓地・大阪七墓

■大阪七墓
– 1615年の墓地整理により7ヶ所にま
とめられる

– 大阪の計画的な墓地配置の最初

– 市街地としては未成熟な土地に配置

■太政官布達による三墓地
– 1873年に阿倍野・岩崎・長柄の3ヶ
所に新設

– 市街地としては未成熟な土地に配置

■綜合大阪都市計画による

南北墓地
– 1928年に決定

– 北墓地が都市計画区域外に配置

– 南墓地が都市計画区域の縁辺部に
配置



昭和3年の大阪都市計畫圖による南北墓地

大阪の都市発展と墓地

南墓地

北墓地

凡例

南北墓地

三墓地・大阪七墓

■大阪七墓
– 1615年の墓地整理により7ヶ所にま
とめられる

– 大阪の計画的な墓地配置の最初

– 市街地としては未成熟な土地に配置

■太政官布達による三墓地
– 1873年に阿倍野・岩崎・長柄の3ヶ
所に新設

– 市街地としては未成熟な土地に配置

■綜合大阪都市計画による

南北墓地
– 1928年に決定

– 北墓地が都市計画区域外に配置

– 南墓地が都市計画区域の縁辺部に
配置



大阪の都市発展と墓地

■大阪七墓
– 1615年の墓地整理により7ヶ所にま
とめられる

– 大阪の計画的な墓地配置の最初

– 市街地としては未成熟な土地に配置

■太政官布達による三墓地
– 1873年に阿倍野・岩崎・長柄の3ヶ
所に新設

– 市街地としては未成熟な土地に配置

■綜合大阪都市計画による

南北墓地
– 1928年に決定

– 北墓地が都市計画区域外に配置

– 南墓地が都市計画区域の縁辺部に
配置

南墓地

北墓地

– 市街地の外側に配置される
– 数を減少させ、大規模化する傾向

昭和3年の大阪都市計畫圖による南北墓地

凡例

南北墓地

三墓地・大阪七墓



大阪の都市発展と異界のまとめ

■遊廓

に大きく分かれる。

– 土地政策上のパイオニア的役割とともに都市活動を裏で支える役割や機能を
果たすと市街地の外縁部へと移る

■寺町

– 平野寺町群と天満寺町群は天満堀川、東横堀川とともに市街地の境界部を
形成する

– 魑魅魍魎の世界とされた市外との結界としての役割を担う

– 大阪の大きな都市防衛線を構成した

■墓地
– 人口増加により需要が高まり大規模化する

– 墓地は都市にとって不可欠な要素であるものの疎外対象として扱われてきた

 市街地の外縁部の未成熟な地域に立地し、その地域のパイオニア的役割を
担うケース

 すでに都市活動が活発に見られる市街地の内部に成立し、それらの都市活
動を裏で支える都市の経営戦略として機能するケース



■綜合大阪都市計画

■用途地域

■風致地区

– 計画図に全異界をプロット

– 計画と異界との関係性から考察

近代の都市計画と異界

大阪都市計畫圖と異界



■綜合大阪都市計画

■用途地域

■風致地区

– 計画図に全異界をプロット

– 計画と異界との関係性から考察

近代の都市計画と異界

大阪都市計畫圖と異界



■綜合大阪都市計画
– 昭和3（1928）年に決定された

– 道路計画と公園計画との関係性か
ら考察

近代の都市計画と異界（総合大阪都市計画）

大阪都市計畫圖と異界



■綜合大阪都市計画
– 昭和3（1928）年に決定された

– 道路計画と公園計画との関係性か
ら考察

近代の都市計画と異界（総合大阪都市計画）

大阪都市計畫圖と異界



近代の都市計画と異界（総合大阪都市計画）

大阪都市計畫圖と異界

■綜合大阪都市計画
– 昭和3（1928）年に決定された

– 道路計画と公園計画との関係性か
ら考察

■遊郭：（現存）堀江・松島・飛田

他は消滅し、跡地とする

■寺町：全て現存

■墓地：（現存）総合大阪都市計画による南北墓地

太政官布達による阿倍野・長柄墓地

大阪七墓のうち濱墓地

他は跡地

大坂城

梅田駅

天王寺駅

凡例

遊廓（現存）

遊廓（跡地）

寺町

墓地（現存）

墓地（跡地）



近代の都市計画と異界（総合大阪都市計画）

大阪都市計畫圖と異界

■綜合大阪都市計画
– 昭和3（1928）年に決定された

– 道路計画と公園計画との関係性か
ら考察

– 遊廓と寺町は関係性が見られない

– 公園計画との間に関係性がある

• 太政官布達による長柄墓地が公

園と重なる

• 太政官布達による阿倍野墓地が

公園道路と近接する

阿倍野墓地

長柄墓地

大坂城

天王寺駅

梅田駅

凡例

遊廓（現存）

遊廓（跡地）

寺町

墓地（現存）

墓地（跡地）



近代の都市計画と異界（総合大阪都市計画）

大阪都市計畫圖と異界

■綜合大阪都市計画
– 昭和3（1928）年に決定された

– 道路計画と公園計画との関係性か
ら考察

– 遊廓と寺町は関係性が見られない

– 公園計画との間に関係性がある

• 太政官布達による長柄墓地が公

園と重なる

• 太政官布達による阿倍野墓地が

公園道路と近接する

阿倍野墓地

長柄墓地

大坂城

天王寺駅

梅田駅

凡例

遊廓（現存）

遊廓（跡地）

寺町

墓地（現存）

墓地（跡地）



■綜合大阪都市計画
– 昭和3（1928）年に決定された

– 道路計画と公園計画との関係性か
ら考察

– 遊廓と寺町は関係性が見られない

– 公園計画との間に関係性がある

– 墓地跡地が道路上に多く見られる

大阪都市計畫圖と異界

近代の都市計画と異界（総合大阪都市計画）

• 太政官布達による長柄墓地が公

園と重なる

• 太政官布達による阿倍野墓地が

公園道路と近接する

大坂城

天王寺駅

梅田駅

凡例

遊廓（現存）

遊廓（跡地）

寺町

墓地（現存）

墓地（跡地）



大阪都市計畫地域圖と異界

■用途地域

– 綜合大阪都市計画の決定に伴い昭
和5（1930）年に変更された

– 商業・住居・工業・未指定地域との関
係性から考察

近代の都市計画と異界（用途地域）

凡例

商業

住居

工業

未指定



大阪都市計畫地域圖と異界

北墓地

南墓地

■用途地域

– 綜合大阪都市計画の決定に伴い昭
和5（1930）年に変更された

– 商業・住居・工業・未指定地域との関
係性から考察

– 北墓地に接する南の地域と南墓地
及びその周辺地域、平野寺町群が
住居地域に指定

近代の都市計画と異界（用途地域）

凡例

商業

住居

工業

未指定



大阪都市計畫地域圖と異界

北墓地

南墓地

■用途地域

– 綜合大阪都市計画の決定に伴い昭
和5（1930）年に変更された

– 商業・住居・工業・未指定地域との関
係性から考察

– 北墓地に接する南の地域と南墓地
及びその周辺地域、平野寺町群が
住居地域に指定

近代の都市計画と異界（用途地域）

凡例

商業

住居

工業

未指定



大阪都市計畫地域圖と異界

近代の都市計画と異界（用途地域）

凡例

商業

住居

工業

未指定

■用途地域

– 綜合大阪都市計画の決定に伴い昭
和5（1930）年に変更された

– 商業・住居・工業・未指定地域との関
係性から考察

– 北墓地に接する南の地域と南墓地
及びその周辺地域、平野寺町群が
住居地域に指定

北墓地

南墓地

平野寺町群

大坂城

天王寺駅

梅田駅

凡例

遊廓（現存）

遊廓（跡地）

寺町

墓地（現存）

墓地（跡地）



大阪都市計畫地域圖と異界

近代の都市計画と異界（用途地域）

凡例

商業

住居

工業

未指定

■用途地域

– 綜合大阪都市計画の決定に伴い昭
和5（1930）年に変更された

– 商業・住居・工業・未指定地域との関
係性から考察

– 北墓地に接する南の地域と南墓地
及びその周辺地域、平野寺町群が
住居地域に指定

– 現存する遊廓、遊廓の跡地のほとん
どが商業地域に指定

北墓地

南墓地

大坂城

天王寺駅

梅田駅

凡例

遊廓（現存）

遊廓（跡地）

寺町

墓地（現存）

墓地（跡地）



大阪都市計畫風致地区指定圖と異界

■風致地区
– 昭和8（1933）年に指定された

– 指定された風致地区との関係性から
考察

近代の都市計画と異界（風致地区）



大阪都市計畫風致地区指定圖と異界

北墓地

南墓地

近代の都市計画と異界（風致地区）

■風致地区
– 昭和8（1933）年に指定された

– 指定された風致地区との関係性から
考察

– 北墓地に接する南の地域と南墓地
及びその周辺地域、平野寺町群が
風致地区に指定



大阪都市計畫風致地区指定圖と異界

北墓地

南墓地

近代の都市計画と異界（風致地区）

■風致地区
– 昭和8（1933）年に指定された

– 指定された風致地区との関係性から
考察

– 北墓地に接する南の地域と南墓地
及びその周辺地域、平野寺町群が
風致地区に指定



大阪都市計畫風致地区指定圖と異界

近代の都市計画と異界（風致地区）

■風致地区
– 昭和8（1933）年に指定された

– 指定された風致地区との関係性から
考察

– 北墓地に接する南の地域と南墓地
及びその周辺地域、平野寺町群が
風致地区に指定

平野寺町群

大坂城

天王寺駅

梅田駅

凡例

遊廓（現存）

遊廓（跡地）

寺町

墓地（現存）

墓地（跡地）



■異界が近代都市計画に及ぼした影響
■遊廓：商業活動のパイオニア的役割を果たした

■寺町：住居地域や風致地区に指定

→貴重な緑地空間の一種として扱われた

■墓地：跡地は空閑地として扱われた

総合大阪都市計画による南北墓地が住居地域や風致地区に指定

→この頃から緑地空間の一種として位置づけられ始めた

近代の都市計画と異界のまとめ



■異界が近代都市計画に及ぼした影響
■遊廓：商業活動のパイオニア的役割を果たした

■寺町：住居地域や風致地区に指定

→貴重な緑地空間の一種として扱われた

■墓地：跡地は空閑地として扱われた

総合大阪都市計画による南北墓地が住居地域や風致地区に指定

→この頃から緑地空間の一種として位置づけられ始めた

まとめ

■まとめ
– 異界は都市発展の疎外対象である一方で不可欠な要素でもある

– 大阪の都市発展に一定の役割を果たしてきた

– 市街地との間に一定の秩序を持って成立していた

– これからの人口減少社会は混沌とした都市の土地利用秩序の回復や都市文
化の再生の絶好の機会であり、今回の研究成果が一助になると考えられる


